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とって学習する必要性への疑問、さらには今後の課題として通時的研究の必要性等を述べる。 
本論文は、現代日本語の助動詞「（ラ）レル」が現在抱える問題点の重要性を理解したうえで、関
連する先行研究を消化し、言語学研究に不可欠な精密な分析方法を用い結論を導き出していること
が高く評価され、その研究内容は博士の学位取得水準を凌駕しているものと判断した。なお、本論
文の主要な内容は学術論文 3編（査読付きで単著）として公表済みである。 
以上、審査の結果、審査員全員で、学位請求論文として独創性と確実性を兼ね備えており、博士
（学術）の学位を授与されるに値する内容の論文として合格と判定した。 
 
